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著者 岡野伸二 他 

 

調査地域 広島県 

 

調査時期 1992～1997年、1997～2002年 

 

調査対象 1992～1997年：小学 1年生 

  1997～2002年：小学 6年生 

 

有効回答数 1992～1997年：1327人 

  1997～2002年：1167人 

 

診断方法 医師による診察 

 

有症率  1992～1997年：13.6％ 

  1997～2002年：9.2％ 

 

男女別有症率 1992～1997年：男 13.6% 女 13.7％ 

  1997～2002年：男 9.3% 女 9.1％ 

 

調査概要 広島県にて 1992～1997年にその年の 1年生を皮膚科医が診察し、その児童 

  たちが小学校 6年生になった 1997～2002年に再度診察を行うことで、 

  アトピー性皮膚炎の有病率とその継時的変化を解析した。アトピー性皮膚炎 

  の有病率は小学校 1年生は 13.6%であったが、小学校 6年生では 9.2%に減少 

  していた。 

 

 


